






The Role of “Lax” Outsiders in International Cooperation
The Case Study of Student Volunteer Activities toward the Community 
Learning Activity Center in Indonesia
FUJIYAMA, Ichiro
In recent years, volunteer activities of international cooperation by student groups are 
increasing.  What type of feature and significance student’s volunteer groups have from the 
perspective of volunteer tourism? 
The purpose of this paper is to reveal that even student’s volunteer activities as part of 
volunteer tourism can contribute to improve some problems of host-community in 
developing countries by analyzing the process of changing relationship between the 
student group and the host-community through the case study of the community learning 
activity center in Indonesia.






















































































































































和歌山 ASEANプロジェクト（WAP）は 2012 年に設立された団体で、和歌山大学の大学生
によって構成される３）。大学の海外体験学習プログラムによりタイに渡航した学生が帰国後に
結成した４）。その後、同じくインドネシアを対象とした海外体験学習プログラム（2013 年 3 月
実施）に参加した学生が中心となってインドネシアを活動地とするグループが形成され、イン
ドネシア班としてWAPの傘下に加わりその名称を「Cube（班）」とした（以降、Cubeとする）５）。
2016 年 11 月の時点で Cubeは 1~4 回生の計 45 名で構成される６）。

















アルファラーの教師数は 15 名、子どもの数は 2014 年 9 月の時点で約 220 名（幼稚園相当約



















渡航日程は、毎回を通じて 10 ～ 13 日間程度となっている。表 1では 2016 年 9 月の第 7回
表 1　現地活動スケジュールの一例（第 7回）渡航期間：2016 年　9月 3日（月）～ 11 日（日）
午　前 午　後
9月 3日（土） 日本出発 夜ジャカルタ到着
9月 4日（日） ジャカルタ観光 ジャカルタ観光
9月 5日（月） ダルマ・プルサダ大学とのミーティング（大学教室）
9月 6日（火） 創造性（紙芝居）企画 創造性（紙芝居）企画
9月 7日（水） サッカー企画 サッカー企画












これまでに実施した企画数は、表 2から全 24 企画である。企画分野別では、文化紹介・文
化交流企画が 5回、教育企画が 7回、菜園企画が 6回、食育企画が 3回、運動企画が 2回、そ













































































温を和らげるために現地環境に耐性のある植 （写真 1　2015 年 3月のアルファラーの校舎）
54 藤山　一郎：国際協力における「緩い」よそ者の役割
表 3　菜園企画の変遷と結果



















































































































第 2回から第 7回におよぶ Cubeの菜園企画からは、以下の特徴が指摘できる。



















































































































１） 国際協力分野のサービス・ラーニングに関する論考は、大橋他 2015、藤山 2011 などを参照。大学の




３） 設立時は 20 人に満たなかったが、2016 年 11 月時点で約 100 名の学生で構成されている。







６） 他に Cubeには 1名の博士課程後期課程の大学院生がアドバイザー的な役割で所属している。インド
ネシアの留学経験とボランティア活動経験を有し、現在も研究フィールドとして現地事情に精通して
いることから Cubeの活動や運営に関して助言している。




９） ウェイストピッカー 1名の 1ヶ月当たりの収入は約 80 万ルピア（約 8000 円相当）であり、家族内で
両親、子どもが従事すれば十分とは言えなくも生計は維持できる。
10） 2013 年 9 月に実施した第 1回現地活動のフィードバックから Cubeメンバー間で今後の方針について
議論した結果である。（2014 年春期第 2回活動の成果報告より：http://www.wakayama-u.ac.jp/ier/




12） 第 5回～第 7回までの創造性企画は、児童・生徒を対象にしながら教育手法を教師に紹介する目的も
含まれるので教育企画に分類した。また、後述するが菜園企画の継続を契機として第 7回の植樹が実
施されたので菜園企画に分類した。
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